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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
従来，小学校における児童の学びは，一斉授業のもと，教師の「教える」行為に対する結果として捉え
られてきた。ところが実際には，教師の発問に自力で解答できる児童は少数に過ぎず，多くの児童は仲間
の解き方を模倣し，正解を出している。つまり，一斉授業では「学級の社会的状況モデル」といった児童
同士による模倣学習が生じているのであり，児童の「学ぶ」行為が教師の「教える」行為と独立して成立
している場合が少なくない。こうした児童同士の模倣学習は，弟子が師匠のわざを模倣し，習得するとい
 う徒弟教育に通底するが，学校の一斉授業においても，本来，知識や技術の習得には模倣が不可欠なので
ある。ところが，これまで学校は模倣学習の意義を軽視してきた。 
こうした状況において本論文は、学校の一斉授業においても不可欠な模倣学習を、教師サイドから模倣
学習グループ、すなわち得意児・不得意児・中間児の３者から成る仲間モデリングとして組織化し、さま
ざまな教科の学習において児童同士による模倣が学習内容を理解する上で不可欠であることを実験授業
を通して実証した。模倣学習の必要性を単に理論的に述べるだけでなく、実際の実験授業を通して検証し
たことは高く評価することができる。また、仲間モデリングだけでなく、視写学習の実験授業においては
児童が習熟した大人を模倣することを通して文章を綴ることが向上することを実証したことは、新たな模
倣学習の開拓にもつながることから高く評価することができる。 
しかも、こうした実験授業を通して、筆者は小学校教育の現場に模倣学習を適用するとき，どのような
ポイントを配慮すべきかについても明確に記述しており、今後、小学校をはじめ教育現場で応用可能な知
見をまとめている。こうした知見は、従来、わが国で伝承されてきたわざの教育や欧米の認知的徒弟制に
通底するものであり、今後、より一層の進展が望まれる。 
こうして，本論文は，実証研究を通して，模倣による学習の有効性を解明することによって小学校の授
業を改善していく方途を示したという点で高く評価することができる。よって，審査委員会は，本論文が
博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
 
